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け 1，2，3や 4，5，6のように，押下しやすい番号

列とならないよう配慮を加えた． 

2.7 被験者 

被験者は，21 から 22 歳の大学生 24名とした．い

ずれも，右利きの男性である．順序効果を回避でき

るようなフィードバック条件と電話番号のリストを

24 名に呈示した． 

それぞれを A・B・C・E・F・G・H・I・J・K・L・M・

N・O・P・Q・R・S・T・U・V・W・X とラベリングし

てデータをまとめる． 

 
3．結果および考察 

 それぞれの被験者が，各フィードバック条件で 4
件の電話番号入力に要した時間の結果を表 3 および

図 5 にまとめた． 
 図 5 から，設定 1（触覚フィードバック無・聴覚

フィードバック無）が最も時間が掛かっており，次

いで，設定 2（触覚フィードバック有・聴覚フィー

ドバック無），設定 3（触覚フィードバック無・聴覚

フィードバック有），設定 4（触覚フィードバック

有・聴覚フィードバック有）の順になっている傾向

が見受けられる．分散分析を行った結果，フィード

バック条件間で 1%水準の有意差が認められた

（F(3,95)=14.44）．また，被験者間因子においても，

1%水準の有意差が認められた（F(23,95)=6.77）． 
次に，各条件設定における全被験者の所要時間の

平均および標準偏差を算出し表 4 にまとめた．この

結果より，設定 1，設定 2，設定 3，設定 4 の順で

所要時間の平均値が短くなっていることがわかる．
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図 5. 平均所要時間 

 図 5. 被験者毎の所要時間 

 

 
表 4．平均所要時間 
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設定1 設定2 設定3 設定４

触覚無
聴覚無

触覚有
聴覚無

触覚無
聴覚有

触覚有
聴覚有

mean 44.520 40.569 39.657 38.553
S.D. 5.551 5.769 4.928 4.078

unit (s)  
 

 
表 3．被験者毎の所要時間 

設定1 設定2 設定3 設定４

触覚無
聴覚無

触覚有
聴覚無

触覚無
聴覚有

触覚有
聴覚有

A 40.482 36.904 40.695 35.738
B 48.123 46.957 41.726 42.640
C 37.623 41.299 34.862 33.599
D 48.609 38.227 40.307 39.179
E 48.784 43.982 36.418 37.059
F 43.087 44.526 30.235 37.079
G 41.998 34.198 48.823 39.996
H 46.684 43.884 38.460 40.716
I 46.976 35.796 38.012 34.921
J 50.961 43.068 37.468 39.199
K 46.646 41.920 43.981 44.643
L 48.085 49.873 45.348 42.270
M 43.826 41.547 39.417 38.129
N 40.599 40.151 37.721 34.940
O 43.457 31.558 31.148 31.693
P 52.206 46.140 43.029 42.923
Q 45.731 39.762 42.135 38.441
R 56.153 56.329 52.867 48.357
S 46.335 33.132 39.704 34.027
T 36.612 34.629 37.585 40.735
U 47.346 37.663 40.170 39.451
V 39.997 39.996 38.673 36.905
W 30.565 31.596 33.580 30.857
X 37.584 40.521 39.412 41.785

被験者

unit (s)  
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